
１ 消費生活について以下の文章の空欄を補充し、後の問いに答えましょう。(p23１～236)（観点③） 
 現代の私たちは、消費者として日々生活し、消費行動を通して世界と密接に関わっている。 

 しかし、特に若者は意志決定力が未熟なことが多く、悪質商法のターゲットとなりやすい。悪質商法ははっきりと断る勇気が必要で

ある。勧誘を受けたら考える時間を取り、周囲の大人や消費者ホットライン【１】番に相談するなどしよう。悪質商法は、【２】をねらう、

【３】雰囲気にするなどして取引を迫るため、冷静な状態で【４】を行い、不要な場合、はっきりと断る勇気が必要である。また、【５】も

ねらわれやすく、被害に遭っても泣き寝入りすることが多い。周囲が異変に気づき声をかけるようにしよう。 

 近年の悪質商法では、ＳＮＳで親しくなってから勧誘してきたり、先輩・後輩などの断りにくい関係を利用したりして、勧誘がより巧

みになっている。私たちが商品やサービスを購入しようとするときには、膨大な量の【６】の中から自分で取捨選択し活用できるよう情

報【６】を高め、情報を見極める目を持つことが消費者には求められている。【７】庁のウェブサイトや【８】センターによる商品テストな

ど信頼性の高い公的機関の情報を参考にしよう。 

 インターネットの普及により、商品に対する意見を事業者に発信したり、消費者間で情報を共有したりできるようになり、消費者の声

の影響力は大きくなっている。一方で、一個人が発信した不確かな情報が世界中に広まる危険性も認識しなければならない。特に

【９】情報の取り扱いには注意が必要である。インターネットショッピングやインターネットバンキング、会員サービスの利用など、インタ

ーネット上で【９】情報を送信する機会が増えている。また、個人の購入履歴や決済情報なども【９】ビッグデータとして活用されてい
る。消費者は事業者が【９】保護法に基づき【９】情報を適切に管理されているかを見極めて、【９】情報を不必要に開示しないことも

必要である。 

 うそや大げさ、紛らわしいなどの【１０】表示は、【１１】法で厳しく規制されている。しかし、消費者にとって有利な点やイメージを強調

して、消費者にリスクや欠点を伝わりにくくした表示が後を絶たない。 

 商品の販売方法には、店舗販売と店舗外販売（無店舗販売）がある。店舗外販売には、インターネットショッピングなどの【１２】取

引や通信販売、訪問販売などがある。インターネットショッピングは便利だが、自分で商品や販売者を確認して購入することが難しく、

トラブルや犯罪が起こりやすい。インターネットのトラブルとしては、商品が届かない、【１３】や注文と違うものが届いた、商品写真や

説明と違う、販売者と【１４】が取れなくなった、１回限りの注文をしたつもりが 

【１５】購入となっていた、などがある。インターネットショッピングでは【９】をインターネット経由で送信するので、【１６】対策の確認も重

要である。 

 クレジットカードのように消費者の信用をもとに商品代金を後払いすることを販売信用といい、販売信用と【１７】金融を合わせて消

費者信用という。クレジットカードを利用した後払いは自分の信用を【１８】にした借金である。安易な利用は避けなければならない。

支払いが滞れば自分の信用に対する評価が下がり、【１９】になったり、【２０】カードを作ることができなくなったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）以下の悪質商法や詐欺の例を何といいますか。（p２３１）（観点①） 

ア 無料点検で屋根や水質などの不具合を指摘して契約を迫る。自治体職員や近隣工事のついでを装うことが多い。

外壁、シロアリ、消火器、浄水器など。 

イ 商品を買って会員になり、友人知人を紹介したり商品を売ったりすれば大きな利益が得られると勧められる。投資・

就活セミナー・健康食品など。 

ウ ＳＮＳや街頭などで誘い、恋人のように親しくなり、最終的には高額な商品を売りつける。着物、宝石など 

エ  商品を勝手に送りつけ、代金を請求する。代金引換郵便を悪用することもある。代金を支払う義務はなく、１４日

間保管後自由に処分できる。雑誌、参考書、単行本など。 

オ はがき、メール、電話などで、身に覚えのない情報料などの請求を受ける。自宅に取りに行く、裁判を起こすなどと

脅し、高額な料金を振り込ませる。 

ア イ ウ 

エ オ  

（２）ジャドママークというのは、どのようなマークでしょうか。(p235)（観点②） 

           

 

 

（３）【１７】決済について、以下のカードを何というか答えましょう。（p236）(観点①) 

ア 金額分のカードや券をあらかじめ購入する。図書カードやクオカードなどの例がある。 

イ 指定口座から利用金額が即時引き落としされるカードである。 

ウ 電子マネーには①あらかじめ入金するタイプと、②利用金額が後日銀行口座やクレジットカードから引き

落とされるものがある。それぞれを何型というか答えましょう。 

ア         カード、商品券 イ          カード 
ウ ①         型 ②          型 

 

２ 消費者の権利と責任について以下の問いに答えましょう。（p238,239）（観点②） 
（１）消費者被害につながる企業の不祥事に際して、組織内部の労働者が通報を理由に不利益な取り扱いを 

  受けないように定めている法律は何ですか。 

（２）製品の生産・販売後に欠陥が見つかったときに事業者が回収や無償修理を行う制度を何といいますか。 

（３）欠陥のある製造物で被害を受けたときの製造者の損害賠償責任について定めている法律は何ですか 

（４）トラブルになりやすい訪問販売などの取引で契約した場合、一方的に契約の解除ができる制度は何ですか。 

（１）                           法 （２）                          制度 

（３）                           法 （４）                          制度 

 
３ 以下の問いに答えましょう。（観点②③） 

（１）次の言葉の意味をわかりやすく説明しましょう。（p233） 

インフルエンサー 

ステマ（ステルスマーケティング） 

サブスクリプション 

（２）消費者が、悪質商法などの被害にあわないようにするために、重要だと思うことを考えて具体的に述べましょう。 
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質問・感想 

悪質商法は様々なものがあり、だます方は次々に消費者の心理の裏を読んで、新しい商法を考え始めます。イの商法は

かなり古くからあり、ネズミが沢山の子を生むことからネズミ講などと呼ばれています。アは近所の屋根を修繕していたら

屋根が壊れていることに気づいた、今なら安く直せますよなどといわれることもあるそうです。オもびっくりしますね。慌て

て支払ってしまわないようにしましょう。キもうっかり焦って個人情報を伝えたり、支払ってしまわないように気を付けましょ

う。焦りますよね。消費者が焦って判断力が落ちることを悪質商法をする人たちは狙っています。 

１ のような空欄補充の問題は、内容をしっかり理解しておきましょう。【１】の番号など、３桁の電話番号がいく

つかあります。区別つくようにしておきましょう。 

また、SNSに関係したトラブルが増えています。皆さんの近くでも SNSでトラブルに巻き込まれた話を聞いた

ことはありませんか。トラブルに遭ったときにどうしたらよいか、いくつか解決方法を覚えておきましょう。 

これらの言葉よく耳にしますね。また、パソコンや

スマホでたびたびでてくる広告、私を知っているか

のように中高年のダイエットとかしわを減らすとか

血圧を下げるサプリなどの広告がこれでもか、とい

うくらいでてきます。 

おしゃれな人が「私これ使っています」というお化

粧品を使ったら美しくなるのではと密かに期待して

しまうのは私だけではないのですね。 

こんなこと言ったら、損したり、不利になる

といやだなあ 


